
・休日に行われている学校部活動を複数の方策により移行
・生徒に対する専門的な指導の実施
・教員が指導に携わらなくてもよい環境の構築

大分市立中学校部活動地域移行検討委員会 報告書 概要版

本市における生徒数の推移
中学生年代（12歳～14歳）の人口は令和

5年度13,870人から令和17年度には10,724
人となることが見込まれている。

（令和５年9月 大分市人口統計に基づき作成）

部活動の設置状況
平成30年度以降、教員以外の部活動の
指導者として部活動指導員、特別外部指
導者、外部指導者を配置し、生徒に対して
専門的な指導を行うとともに、教員の部活動
指導に係る負担軽減を図る。従来の
外部指導者を活用し移行の取組を推進する。

（令和5年5月末現在）

地域クラブ活動への移行にむけての参考資料とするため、小学生（5・6年生）とそ
の保護者、中学生（1・2年生）とその保護者、教職員を対象に地域クラブ活動の
活動日数、運営体制、経費等について令和5年12月にアンケート調査を実施した。

休日部活動の地域移行に関するアンケート調査について

１ 部活動の地域連携

地域の人材を、部活動指導員や特別外部指導者として活用し、まずは休日に教員

が指導に携わらない環境を拡大する。

２ 部活動の地域移行

（１）各方策の試行

地域団体運営型、拠点校型合同部活動、競技団体・文化団体運営型によ

る地域移行に向けた試行を行い、課題等を整理する。

（２）受け皿団体

これまでの部活動指導員や特別外部指導者、外部指導者に加え、指導を希

望する地域の人材を受け皿となる団体の指導者とし、休日の地域クラブ活動を

拡大していく。

（３）受益者負担

持続可能な運営体制の構築のため、指導者への謝礼金を含めた運営費用の

確保が必要となるため、受益者負担の在り方についても運営委員会において継

続して協議を行っていく。

本市における休日部活動の地域移行について

計 画

 
運動部 文化部 

学校数 29 校 
生徒数 12,536 人 

設置学校数 28校 23校 
部活動総数 437部 50部 
入部生徒数 6,693人 1,873人 
競技・分野 17競技 7分野 

 

大分市の状況と部活動の設置状況について

小学生対象アンケートより 小学生保護者対象アンケートより

部活動の地域移行

受け皿団体と部活動の地域連
携による指導者と連携し、「地域
クラブ活動」の運営体制を構築す
る。

中学生対象アンケートより 教職員対象アンケートより

部活動の地域連携

部活動指導員と特別外部指導
者に地域の人材を活用することによ
り、休日の指導体制を構築する。

方向性


